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と
き
に
亡
く
な
り
、
妻
と
は
五
十
五
歳
で
死
別
し
て
い
る
。
町
医
を

し
な
が
ら
、
四
十
歳
頃
か
ら
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
著
書

数
は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
五
十
数
巻
五
十
数
冊
あ
る
。

そ
の
著
書
の
中
の
処
女
作
で
あ
る
「
病
家
須
知
」
は
一
八
三
二
’
三

四
（
天
保
三
～
五
）
年
、
重
誠
四
十
二
歳
の
時
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で

八
巻
八
冊
（
三
五
四
頁
か
ら
な
る
和
綴
本
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
病
家
須
知
』
と
は
「
病
人
を
抱
え
た
家
の
者
が
よ
く
知
っ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
、
別
名
『
病
家
心
得
草
』
（
一

～
六
巻
）
と
言
っ
て
、
当
時
の
一
般
庶
民
向
け
に
書
か
れ
た
家
庭
医

学
・
看
護
書
と
最
後
の
七
～
八
巻
は
「
坐
婆
必
研
』
、
別
名
「
こ
と
ぶ

き
草
一
と
い
う
産
婆
（
現
在
の
助
産
師
）
む
け
に
書
か
れ
た
専
門
書

弐
二
早
」
、

で
あ
る
。

第
壼
第
一
巻
は
養
生
の
心
得
、
第
二
巻
は
食
物
の
摂
り
方
病
状
別
の
食

物
の
適
否
・
摂
取
法
、
第
三
巻
は
小
児
養
育
の
心
得
、
第
四
巻
は
婦

人
病
に
つ
い
て
、
第
五
巻
は
梅
毒
・
肥
前
瘡
・
陰
癬
・
傷
寒
・
時

疫
・
痢
病
・
脚
気
と
伝
染
病
に
つ
い
て
、
第
六
巻
は
食
中
毒
・
毒
物

中
毒
・
昏
睡
・
卒
中
・
眩
量
・
癒
澗
な
ど
の
発
作
・
鼻
血
・
吐
血
・

火
傷
・
咬
傷
・
金
瘡
打
撲
・
捻
挫
脱
臼
な
ど
急
症
の
処
置
・
処
方
に

つ
い
て
第
七
・
八
巻
は
産
科
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
産
科
は

近
世
医
学
の
中
で
も
水
準
が
高
く
、
重
誠
も
胎
児
を
鈎
で
引
き
出
す

こ
と
の
危
険
性
の
指
摘
や
、
産
婦
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
の
大
き

い
産
椅
子
の
廃
止
の
主
張
な
ど
、
医
学
資
料
と
し
て
も
価
値
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。
現
代
文
に
訳
し
て
み
て
、
「
病
家
須
知
」
は
こ
れ
ま
で

の
看
護
法
を
集
大
成
し
た
本
と
し
て
は
日
本
で
最
初
の
本
で
あ
る
と

言
え
る
し
、
幼
少
の
頃
か
ら
父
親
に
つ
い
て
学
ん
だ
漢
方
を
中
心
と

し
た
医
療
の
実
践
を
通
し
て
学
ん
だ
も
の
や
、
自
ら
工
夫
し
て
効
果

を
得
た
看
護
法
を
書
い
て
い
る
点
で
は
彼
独
自
の
も
の
で
も
あ
る
。

「
日
本
を
知
る
こ
と
は
江
戸
を
知
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
今
日
の
日
本
の
暮
ら
し
や
文
化
の
原
型
が
江
戸
時
代
特
に
後

期
に
出
来
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
少
子
高
齢
の
現
代
社
会
の
中
に

見
ら
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
た
ち
の
歪
み
や
、
生
活
習
慣
病
な
ど

が
云
々
さ
れ
て
い
る
現
代
こ
そ
、
こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
江
戸
人

の
病
気
の
予
防
や
生
活
の
知
恵
の
一
端
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

（
平
成
十
八
年
十
一
月
例
会
）

一
わ
が
国
初
の
狂
犬
病
人
体
用
ワ
ク
チ
ン

わ
が
国
に
お
い
て
初
め
て
パ
ス
ッ
ー
ル
氏
予
防
注
射
法
を
開
始
し

た
の
は
、
田
中
丸
治
平
著
「
狂
犬
病
論
」
に
よ
れ
ば
、
「
当
時
長
崎
医

学
専
門
学
校
に
て
栗
本
氏
初
め
て
パ
ス
ッ
ー
ル
氏
予
防
注
射
法
を
開

始
せ
り
之
を
本
邦
に
於
け
る
該
注
射
法
施
行
の
嗜
矢
と
な
す
」
と
記

載
さ
れ
、
ま
た
、
山
脇
圭
吉
著
「
日
本
帝
国
家
畜
伝
染
病
予
防
史
」

に
お
い
て
「
依
っ
て
明
治
二
十
八
年
八
月
当
時
の
長
崎
病
院
内
科
医

「
わ
が
国
初
の
狂
犬
病
人
体
用
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
経
緯
」
講
演

要
旨

唐
仁
原
景
昭
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長
栗
本
東
明
は
パ
ス
ト
ー
ル
氏
法
に
依
っ
て
狂
犬
病
犬
の
脳
を
家
兎

に
接
種
し
て
得
た
る
、
第
二
代
接
種
苗
を
被
咬
傷
者
二
五
名
に
接

種
し
た
る
に
、
接
種
者
は
一
名
も
発
病
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
之
れ

本
邦
に
於
け
る
狂
犬
病
予
防
接
種
の
嗜
矢
で
あ
る
。
」
と
の
記
載
が
な

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
び
、
新
史
料
「
官
報
明
治
二
十
八
年
九
月
十
二
日
～
十
四

日
号
」
を
入
手
し
詳
細
分
析
を
行
っ
た
結
果
新
し
い
知
見
を
得
た
の

で
報
告
す
る
。

二
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
用
い
た
種
苗
の
作
製

栗
本
東
明
氏
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
つ
い
て
は
過
去
の
史
料
に

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
用
い
た
種
苗
が
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
の
記
載
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
た
び

の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

栗
本
は
二
六
年
三
月
頃
よ
り
、
長
崎
市
内
に
流
行
が
始
ま
っ
た
の

を
機
と
し
て
、
撲
殺
犬
の
脳
及
び
脊
髄
を
採
取
し
て
注
射
乳
液
を
造

り
家
兎
頭
蓋
骨
の
一
小
部
を
取
り
除
き
頭
蓋
骨
内
に
注
入
し
、
病
毒

感
染
を
試
み
た
と
こ
ろ
二
三
頭
中
一
八
頭
は
一
定
の
症
状
を
呈
し
注

射
後
一
○
日
二
三
時
間
乃
至
二
九
日
二
時
間
三
五
分
の
間
に
莞
死

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
ワ
ク
チ
ン
種
苗
と
し
た
。

三
免
疫
獲
得
家
兎
の
作
出

人
体
接
種
試
験
の
前
に
動
物
が
果
た
し
て
免
疫
獲
得
を
す
る
か
否

か
を
実
証
す
る
た
め
、
二
兎
に
対
し
弱
毒
注
射
液
を
暫
時
に
毒
力
強

度
を
増
強
し
つ
つ
一
五
日
か
け
て
毎
日
左
右
の
臂
部
に
○
・
五
ｇ
づ

っ
交
互
に
注
射
し
て
、
一
五
日
目
を
以
っ
て
予
防
注
射
完
了
と
し
た
。

免
疫
獲
得
を
確
認
す
る
た
め
こ
の
二
頭
の
他
対
照
と
し
て
免
疫
無
処

置
兎
二
頭
を
用
い
て
比
較
試
験
の
た
め
両
群
に
野
外
毒
を
硬
脳
膜
下

接
種
し
た
と
こ
ろ
、
免
疫
処
理
し
た
二
頭
は
発
症
せ
ず
対
照
の
二
頭

は
特
徴
的
症
状
を
発
し
莞
死
し
た
の
み
な
ら
ず
、
発
死
兎
の
腸
管
か

ら
作
製
し
た
注
射
液
を
健
康
兎
腸
内
に
接
種
し
て
再
現
試
験
を
実
施

し
狂
犬
病
毒
に
よ
る
再
現
性
を
確
認
し
た
。

六
島
原
半
島
に
お
け
る
狂
犬
病
発
生
の
実
態

明
治
二
六
年
三
月
頃
長
崎
市
内
に
発
生
し
一
時
消
滅
し
た
か
に
見

え
た
矢
先
、
翌
二
七
年
一
月
か
ら
二
八
年
三
月
に
か
け
て
島
原
半
島

に
転
移
し
半
島
内
全
域
に
大
流
行
を
来
た
し
、
六
七
名
の
咬
傷
者
中

二
一
名
の
発
症
者
を
数
え
、
そ
の
死
亡
率
は
三
一
・
三
四
％
の
高
率

に
上
っ
た
。

咬
傷
部
位
と
発
症
ま
で
の
経
過
で
は
顔
面
咬
傷
が
二
六
日
で
最
も

早
く
、
足
部
咬
傷
で
は
最
長
七
六
日
後
で
あ
っ
た
が
、
年
齢
及
び
男

女
の
別
で
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

七
初
め
て
の
人
体
接
種

栗
本
東
明
が
始
め
て
狂
犬
病
予
防
ワ
ク
チ
ン
人
体
接
種
に
踏
み
切
っ

た
の
は
、
パ
ス
ッ
ー
ル
研
究
所
内
で
ル
イ
・
パ
ス
ッ
ー
ル
が
世
界
で
始

め
て
成
功
し
た
の
が
一
八
八
五
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
九
年
後
の
成
功

と
な
る
。
第
一
回
の
接
種
は
明
治
二
七
年
八
月
一
二
日
福
岡
県
福
岡
市

の
狂
犬
咬
傷
患
者
か
ら
の
要
請
に
よ
り
一
○
月
一
八
日
か
ら
二
月
六

日
ま
で
の
二
一
日
間
に
一
四
回
の
接
種
を
受
け
発
症
を
免
れ
た
。

次
い
で
翌
二
八
年
二
月
七
日
に
咬
傷
を
受
け
た
島
原
半
島
内
の
大

流
行
時
か
ら
本
格
的
に
接
種
を
始
め
、
七
月
八
日
ま
で
の
間
に
三
二
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名
の
患
者
に
接
種
を
行
い
、
途
中
脱
落
者
七
名
を
除
く
二
五
名
の
治

療
に
成
功
し
た
。
副
反
応
と
し
て
、
注
射
部
位
に
軽
微
な
痔
痛
を
訴

え
る
者
や
稀
に
鼠
躁
部
リ
ン
パ
節
の
腫
脹
を
来
た
す
こ
と
が
あ
っ
た

が
い
ず
れ
も
二
～
三
日
で
消
散
し
た
と
い
う
。

八
予
防
的
接
種
法

栗
本
東
明
は
ワ
ク
チ
ン
の
治
療
的
利
用
法
に
止
ま
ら
ず
予
防
的
接

種
法
に
ま
で
研
究
を
進
め
、
助
手
二
名
と
狂
犬
病
毒
試
験
に
従
事
す

る
小
使
い
三
名
の
計
五
名
の
健
康
体
に
対
し
敢
え
て
予
防
接
種
を
行

っ
た
結
果
何
ら
異
常
反
応
、
障
害
を
起
さ
ず
経
過
し
、
咬
傷
を
受
け

て
か
ら
の
曝
露
後
免
疫
の
み
な
ら
ず
未
だ
咬
傷
を
受
け
ざ
る
者
の
予

防
的
注
射
法
に
お
い
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

（
平
成
十
八
年
十
二
月
例
会
）

医
学
の
歴
史
は
教
養
と
し
て
で
は
な
く
方
法
論
・
思
想
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
歯
科
医
学
史
の
編
募
は
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
る
医
学

か
ら
歯
科
学
を
切
り
離
す
つ
ら
い
作
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
を
始
め
、
古
今
東
西
の
著
名
な
医
学
者
は
例
外
な
く
口
腔
に

も
優
れ
た
観
察
を
し
て
お
り
、
編
慕
さ
れ
た
歯
科
医
学
史
は
そ
の
ま

ま
医
学
史
と
な
る
。
優
れ
た
歯
科
医
学
史
は
優
れ
た
医
学
史
で
あ
る
。

医
学
史
に
見
る
歯
科
の
歴
史
ｌ
「
咬
合
と
全
身
」
の
過
去

と
現
在
Ｉ

永
田
和
弘

恩
師
中
川
米
造
先
生
は
「
医
学
を
見
る
眼
と
は
医
学
の
中
に
時
代

の
思
想
が
イ
ン
ブ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
る
眼
で
あ
る
」
と

述
べ
ら
れ
た
。
私
は
そ
れ
を
も
じ
っ
て
「
患
者
を
診
る
眼
は
観
察
の

中
に
そ
の
時
代
の
医
学
の
思
想
が
イ
ン
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
る
眼
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
も
良
い
が
、
そ
れ
に

拘
束
さ
れ
な
い
姿
勢
は
も
っ
と
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
「
身
体
の
一
部
で
あ
る
口
腔
が
全
身
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
き
た
か
」
と
か
「
医
師
（
歯
科
医
師
）
は
口
腔
を
ど
の
よ
う
に
診

る
か
」
は
簡
単
な
質
問
の
よ
う
で
実
は
困
難
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
。
「
口
腔
の
異
変
は
身
体
全
体
に
影
響
し
、
身
体
の
異
変
は
口
腔
に

現
れ
る
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
口
腔
へ
の
視
線
は
ま
だ
一
般

的
で
は
な
い
。
全
体
論
の
立
場
か
ら
歯
科
領
域
を
見
て
み
れ
ば
ど
う

な
る
か
。
先
人
は
診
て
い
る
。

「
病
気
の
初
発
は
？
頭
痛
か
、
耳
か
、
そ
れ
と
も
歯
か
。
」
（
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
）

「
歯
の
不
調
は
身
体
の
不
調
に
繋
が
る
。
」
（
ｚ
８
一
四
房
弓
こ
ぎ
二
五

九
三
’
一
六
七
四
）

「
虫
歯
は
種
々
の
病
気
の
始
ま
り
か
も
し
れ
な
い
」
（
国
２
房

司
呂
の
富
己
竺
六
七
八
’
一
七
六
二

虫
歯
と
歯
周
病
は
口
腔
に
現
れ
る
二
大
疾
患
と
言
わ
れ
る
が
、
咬

合
の
不
調
和
は
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
口
腔
疾

患
と
全
身
と
の
関
係
は
「
咬
合
と
全
身
の
関
係
」
と
言
っ
て
よ
い
。

「
咬
合
を
見
る
眼
」
の
三
つ
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
を
挙
げ
て
み
る
。

（
１
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
Ｂ
・
Ｃ
四
六
○
？
ｌ
Ｂ
．
Ｃ
三
七
七
’
三
五


